Q２−２
両親がともにA型でも、O型の子が生まれることがある理由を簡単に図示して説明せよ。

Q３−２
右巻きのカタツムリと左巻きのカタツムリを多数、交配したところ、次の世代では、右巻きと左巻きの個体が１：１の比で得られた。これらの対立形質が１つの遺伝子座によって決定され、右巻きが左巻きに対して優性のとき、上記のような１：１の分離比が得られる仕組みを簡単に説明（図示）せよ。
またその図中で、どの部分が分離および、優性の法則にあたるか示せ。
右巻き遺伝子をR、左巻きをLとする。

Q４−１
以下の１〜８の表現型について、一般論としてお互いに対立形質と言えるものを選び番号で答える。微妙、と思うものは△として番号を挙げる。

	１
	モミジの葉の色
	緑
	紅

	２
	ナスビの実の形
	丸
	長

	３
	アサガオの花の模様
	斑入り
	均一

	４
	イネの収量
	多い
	少ない

	５
	ヒトの体重
	重い
	軽い

	６
	ヒトの眼の色
	茶
	青

	７
	ネコの毛色
	黒
	三毛

	８
	アマガエルの体色
	緑
	茶





Q４−２
以下の①から④の個体数の比を求めよ。
なお、チークパッチ（CP）はホワイトフェイス（WF）に対し、
黒目（B）は赤目（R）に対し、それぞれ優性であるとする。

親　　　　♂WF・R×♀CP・B
子（F１）性別に関わらず、CP・BとCP・Rが１：１
このCP・BとCP・Rの間で交配

孫（F２）①CP・B　②CP・R　③WF・B　④WF・R（この個体数の比を求めよ）

Q５−２
・DNA分子が分子種として多様になりうる理由を説明せよ。
· 塩基配列が異なれば、違う分子と考えるとヒトの場合何種類になれる？
ヒトのDNAはデオキシリボヌクレオチドが３０億個連結しているとする。

Q６−１
DNAとRNAの構造、機能、その他の違いについて知っていることを述べよ。

Q６−２
DNAの複製が分子全体の問題であるのに対して、転写はDNA分子のごく一部の出来事であるのはなぜか、答えよ。

Q７−１
1 14N存在下で生成させたDNAと、②15N存在下で生成させたDNAを実験的に区別できるとする。また①および②の比重をそれぞれ１４、１５とする。

以下の（A）および（B）のときできるDNAの比重を答える。複数の分子ができるときにはそれぞれの分子数の比も示す。

（A）①のDNAを15N存在下で複製させる
（B）(A)でできた分子を15N存在下で複製させる

Q７−２
複製と転写の違いを複数、最低２つ挙げよ。
箇条書きで簡潔に記せばよい。

Q８−１
プロモーターやターミネーターの機能（あるいは、それらでの出来事）をそれぞれ簡潔に記せ。またそれらは結局具体的な『もの』としては何か？を記せ。



Q９−１
カルシウムイオン（Ca2+）などの流入によって細胞内の局所的なpHやイオン強度などが変化すると、そこに存在するタンパク質の三次（高次）構造は変化し、（たいていの場合）機能も変化する理由（仕組み）を簡潔に説明する

Q１０−１
ある表現型に関して、対立遺伝子をヘテロで持つ細胞が、一方の対立遺伝子をホモでもつ親と同じ表現型を示す（つまりメンデルの優性の法則が成立する）のは何故か。タンパク質の機能（活性）の観点から簡潔に説明する。

Q１１−１
ある個体において、ゲノムは（配偶子を除く）ほぼ全ての細胞で同一であるのに対し、プロテオームは同じではないのはなぜか。簡潔に説明する。

Q１２−１
地球上で最初に自己複製を始めた分子はDNAではなくRNAだと考えられているが、その根拠は？

Q１２−２
ポンプやチャネル等のタンパク質が、細胞膜上（中）に安定して存在できるための分子機構、あるいはそのようなタンパク質の構造上の特徴について、簡潔に説明する。

Q１３−１
[bookmark: _GoBack]Na+やCa2+のようなイオンが細胞膜をほとんど通過できないのはなぜか？細胞膜の構造の観点から説明する。
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